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に non-traumatictechnique が必要であると強調した． また鍵縫合を行うには従来用いられて
いた絹糸よりも組織反応が少い stainlesssteel wireを用いるべきであると云い出したのも彼で







集まり， 学会の内容も高度なものであった． 学会終了後， 私はかねてからの念願であった故 Dr.
Bunnellの officeを訪問することにした． Mayo Clinicの Dr.Dobyns をさそってサンフラ
ンシスコ市街の中心部に近い SutterSt. 516に向った． そこには街のどこにでも見られる飾り気
のないコンクリートのど、ノレが建っていた． エレベーターで9階まで上ると， そこにかつての Dr.
Bunnellの officeがあった Officeの前には JohnJ. Niebauer, M. D., Robert L. Brown, 
M. D., James R. Doyle, M. D.の名が！2ねてあった．現在はこの3人が共同でこの officeを使
用していた.Dr. NiebauerとDr.Doyleが来て呉れていた. Dr. Niebauerは Dr.Bunnellの
直弟子であり，人工指関節を開発した有名な手の外科医である. Dr. Doyleと私はニューヨーク・
コロンビア大学の Dr.R. E. Carrollのもとで同じ時期lζ手の外科を習った同僚である．私達4





Dr. Bunnellは大変時間を大切にする人であったそうだ．彼はこの office全体を 1人で使って
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nell’s surgery of the Handの時代が少しづっ遠ざかり，新らしい手の外科の力強い足音が聞え
てくる今日此頃である．手の外科の今後の進歩は Dr.Bunnellが私達lζ教えて呉れた知識や技術
を次第に変えて行くだろうか．彼が残した手の外科における基本的な理念は SterlingBunnellの
名と共に永遠に輝きつづけるであろう．
